
ど
ん
な
制
度
で
す
か

★
医
療
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
で
医
療
費
の
支

払
い
が
困
難
な
方
に
対
し
、
窓
口
で

の
支
払
を
減
額
や
免
除
す
る
制
度
で

す
。

★
制
度
は
生
活
改
善
ま
で
の
一
時
的

制
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し

て
「
無
料
診
療
」
は
１
ヶ
月
、
最
大

で
も
３
ヵ
月
、
「
一
部
負
担
の
免
除
、

減
額
の
場
合
は
６
ヶ
月
以
内
で
す
。

ど
ん
な
時
に
利
用
で
き
ま
す
か

★
保
険
証
が
な
い
、
短
期
保
険
証
、

資
格
証
明
書
が
発
行
さ
れ
困
っ
て
い

る
。

★
リ
ス
ト
ラ
、
失
業
で
収
入
が
無
く

医
療
費
が
払
え
な
い
。

★
病
気
や
障
が
い
な
ど
で
就
労
が
厳

し
く
、
生
活
費
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
。

医
療
費
ま
で
用
意
で
き
な
い
。

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
ま
す
か

世
帯
収
入
が
お
住
い
の
自
治
体
生
活

保
護
基
準
額
と
比
較
し
て

★
一
二
〇
％
以
下
の
場
合
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
の
全
額
免
除
。

★
一
四
〇
％
以
下
の
場
合
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
の
一
部
免
除
。

必
要
な
書
類
は
何
が
あ
り
ま
す
か

★
所
得
の
状
況
を
証
明
す
る
書
類
と

し
て
年
金
通
知
書
や
給
与
明
細
書
、

源
泉
徴
収
票
、
預
金
通
帳
が
あ
る
と

ス
ム
ー
ズ
に
す
す
み
ま
す
が
、
無
い

と
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

制
度
を
利
用
で
き
る
医
療
機
関

は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か

★
２
０
０
４
年
度
２
６
０
ヵ
所
か
ら
、

14
年
度
は
全
国
６
２
２
ヵ
所
に
増
加

い
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
内
で
は
26
ヵ

所
。
川
崎
市
内
で
は
川
崎
協
同
病
院
、

協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
生
協

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
介
護
老
人
保
険

施
設
・
樹
の
丘
で
す
。

最
近
の
利
用
事
例

★
単
身
40
代
、
協
会
健
保
、
１
ヶ
月

フ
ル
に
働
い
て
18
万
円
前
後
、
税
と

社
会
保
険
を
除
く
と
収
入
は
13
万
円
、

家
賃
５
万
円
。
咳
が
続
き
体
が
だ
る

く
受
診
、
気
管
支
喘
息
と
高
血
圧
な

ど
、
数
回
目
の
受
診
で
医
療
費
支
払

い
が
困
難
と
の
訴
え
が
あ
り
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ワ
ー
カ
ー
が
対
応
。

★
３
ヵ
月
の
平
均
収
入
は
生
保
基
準

を
若
干
上
回
る
。
川
崎
に
住
ん
で
１

年
未
満
の
た
め
成
人
ぜ
ん
息
医
療
費

助
成
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
。
他
の

公
的
制
度
の
活
用
が
で
き
な
い
た
め

無
料
定
額
診
療
制
度
を
適
用
。

そ
の
他
利
用
で
き
る
医
療
制
度

は
あ
り
ま
す
か

★
国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
い
が
困

難
な
方
は
「
保
険
料
減
免
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
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健
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の
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支
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一
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免
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一
人
暮
ら
し
の
R
さ
ん(

70
代
・

女
性)

は
数
年
前
に
家
や
家
財
道
具

を
処
分
・
整
理
し
て
川
崎
市
内
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
し
ま
し
た
。

広
い
リ
ビ
ン
グ
で
入
居
者
の
お
仲
間

さ
ん
た
ち
と
食
事
や
お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
る
し
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
も
み
ん

な
親
切
で
、
ま
ず
ま
ず
快
適
で
す
。

そ
れ
で
も
R
さ
ん
に
は
気
が
か
り
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
、

財
産
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
。

二
つ
目
は
自
分
の
葬
儀
や
入
居
し
て

い
る
部
屋
の
後
片
付
け
な
ど
は
誰
に

頼
ん
だ
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
。

子
の
い
な
い
人
の
遺
産
は
兄
弟
姉

妹
、
場
合
に
よ
っ
て
は
姪
や
甥
が
相

続
で
き
ま
す
。
で
も
遺
言
書
で
そ
れ

以
外
の
人
を
相
続
人
に
指
定
す
る
こ

と
で
、
そ
の
人
に
財
産
を
残
す
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

「
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
維
持
管

理
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
い
う
R

さ
ん
ご
本
人
の
意

思
を
尊
重
し
て
、

財
産
の
一
部
を
遺

贈
す
る
遺
言
を
作

成
し
ま
し
た
。

し
か
も
「
私
が

死
ん
で
か
ら
で
は

な
く
、
今
す
ぐ
必

要
な
お
金
を
有
効

に
役
立
て
て
」
と

R
さ
ん
は
生
前
贈

与
に
前
向
き
で
す
。

現
在
、
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
と
行

政
書
士
が
、
R
さ
ん
の
葬
儀
や
そ
の

他
も
ろ
も
ろ
の
手
続
き
を
引
受
け
る

内
容
の
、
死
後
事
務
委
任
契
約
を
準

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
じ
よ

う
な
悩
み
を
持
つ
入
居
者
Q
さ
ん

(

80
代
・
女
性)

は
、
着
々
と
心
配
事

を
解
決
し
て
い
く
R
さ
ん
に
影
響
を

受
け
、
遺
言
書
と
死
後
事
務
委
任
契

約
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

夫(

ま
た
は
妻)

が
亡
く
な
っ
た
。

子
ど
も
が
い
な
い
。
ま
た
は
子
ど
も

と
疎
遠
・
・
・
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど

自
分
の
世
話
を
誰
が
し
て
く
れ
る
の

か
心
配
に
な
り
ま
す
。
家
族
以
外
で

も
信
頼
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ

の
人
に
自
分
の
後
見
人
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
後

見
人
は
複
数
が
な
れ
ま
す
。

身
内
が
高
齢
や
病
気
で
後
見
を
頼

め
な
い
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談

セ
ン
タ
ー
は
、
皆

さ
ん
が
亡
く
な
る

ま
で
お
守
り
し
ま

す
。
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運営委員会からのお願い
2月23日に開催したくらしの相談センター運営委員会で相談者の悩みを解決するため

には、国の政治を変えなければならない問題が山積していることを論議し、野党統一

候補の実現を目指す訴えの文書を支持し相談センターだよりの読者の皆さんにも呼び

かけようと『なんてん～神奈川10区の会～』にご賛同くださいの呼びかけを同封させ

ていただきました。

よくお読みいただいてご賛同いただける方は住所、氏名、などを記入してFAXしてい

ただくか相談センターにお届けいただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたし

ます。
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３月の予定
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午後6時30分～予約が必要

です。時間が限られていま
すので用件はまとめて。

★バザー
2か月に１回(偶数月）に

行います。3月は中止しま
す。

★土・日・祝日は休み
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いるなか、老後をどうしたらいいのか不安が広がっています。

そんな時に役立っているのが、後見制度です。夫婦や兄弟姉妹

が後見人になってもいいのですが夫婦や兄弟では共倒れの心配

があり出来れば後見人になる人は10歳以上の差がある方が良い

といわれています。後見人制度は老後の助け合いとして大事で

あり、広げていきたいと思います。
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う
ど
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で
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の
問
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を
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問
し
よ
う

と
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の
で
、
役
所
の
担

当
部
署
に
伝
え
て
対
応
を
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れ
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。

Ｙ
さ
ん
か
ら
は
「
こ
れ
で
ル
フ
ロ

ン
公
園
の
桜
を
見
な
が
ら
歩
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
対
応
し
て

く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
代
理

（
市
会
議
員
）
片
柳
す
す
む

ル
フ
ロ
ン
公
園
な
ど
も

「
放
置
禁
止
区
域
」
に

駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
「
サ
ン
ス
ク

エ
ア
」
に
住
む
Ｙ
さ
ん
か
ら
、
相
談

セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
「
ル
フ
ロ
ン
の

裏
に
あ
る
公
園
に
、
自
転
車
が
放
置

さ
れ
て
ひ
ど
い
有
様
だ
。
な
ん
と
か

で
き
な
い
か
」
と
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
12
月
議

会
で
自
転
車
の
問
題
を
質
問
し
よ
う

と
準
備
し
て
い
た
の
で
、
役
所
の
担

当
部
署
に
伝
え
て
対
応
を
求
め
、
一

般
質
問
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
月
か
ら
相
談
セ
ン
タ
ー

近
く
の
「
東
田
公
園
」
、
京
急
川
崎

駅
近
く
の
「
東
町
公
園
」
、
と
ル
フ

ロ
ン
公
園
の
３
カ
所
が
「
放
置
禁
止

区
域
」
と
な
り
、
放
置
自
転
車
は
撤

去
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｙ
さ
ん
か
ら
は
「
こ
れ
で
ル
フ
ロ

ン
公
園
の
桜
を
見
な
が
ら
歩
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
対
応
し
て

く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
代
理

（
市
会
議
員
）
片
柳
す
す
む

合　　　　計 34 54

3 3

そ の 他 8 14

不 動 産 問 題 7 8

後 見 ・ 相 続

弁護士等の相談 2 3

離 婚 問 題 2 2

0

子 供 問 題 0 1

税 金 ・ 年 金 0 2

交 通 事 故 0

架 空 請 求 0 0

多 重 債 務 0 0

市 へ の 要 求 2 3

医 療 ・ 病 院 1 4

住 宅 問 題 4 7

就 職 ・ 仕 事 2 3

身 障 者 問 題 1 1

2 月 の 相 談 内 容 と 件 数

（1月21日～2月20日に受けたもの）

相談内容  　

件　　数

当月 1-2月合計

生 活 保 護 2 3

開設からの総合計
（2003年9月） 6298

２
月
21
日
予
定
の
「
か
な
が
わ
生
活

相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
第
２
回
総
会

は
、
諸
般
の
理
由
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

２
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21
日
予
定
の
「
か
な
が
わ
生
活

相
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ネ
ッ
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ワ
ー
ク
」
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回
総
会

は
、
諸
般
の
理
由
に
よ
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中
止
と
な

り
ま
し
た
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中
村

攻
さ
ん
の
想
い
で

２
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15
日
か
な
が
わ
生
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相
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事

務
局
を
担
当
し
て
い
た
中
村
攻
さ
ん
が
突
然
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
私
が
中
村
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
中
小
業

者
が
工
事
費
用
の
不
払
い
に
あ
っ
た
と
き
南
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
へ
行
き
当
時
の
中
路
ま
さ
ひ
ろ
衆
議
院
議
員
の
力
も

借
り
て
見
事
に
解
決
し
て
い
た
だ
い
た
時
か
ら
で
す
。

そ
の
後
く
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
い
て
か
ら
も
国

政
に
か
か
わ
る
た
く
さ
ん
の
相
談
を
持
ち
込
み
解
決
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

丁
度
１
年
前
、
か
な
が
わ
生
活
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
結
成
す
る
と
き
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
世
話
人

に
加
え
て
も
ら
い
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

生
前
に
書
か
れ
た
中
村
攻
さ
ん
の
お
別
れ
の
葉
書
が

２
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20
日
に
届
き
ま
し
た
。
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私
の
70
有
余
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の
人
生

は
、
皆
さ
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に
支
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ら
れ
、
家
族
の
協
力
も
得
ら
れ
、

と
て
も
幸
せ
で
し
た
。
皆
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ま
に
心
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ら
感
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し
、
ま

た
皆
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の
ご
健
勝
を
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じ
つ
つ
、
一
足
お
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に
別
れ
の
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挨
拶
を
さ
せ
て
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た
だ
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す
。
本
当
に
あ
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が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
』
と
あ
り
ま
し
た
。
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画
鑑
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で
も
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の
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党
に
入
党
さ
れ
読
書
家
で
あ

る
と
同
時
に
落
語
や
映
画
鑑
賞
で
も
造
詣
の
深
さ
は
み

ん
な
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
人
生
の
先
輩
で
も
あ
る

中
村
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
志
半
ば
で

や
り
残
さ
れ
た
仕
事
を
引
き
継
い
で
、
生
活
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る

世
の
中
を
つ
く
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
本
当
に
お
世

話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
安
ら

か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

宮
原
春
夫


